
《決算補足説明資料》 平成27年05月11日

１．平成２７年３月期連結決算について

（１）損益実績 （２）※H２７年３月期連結営業利益の
(億円) H２６年３月期比 ６億円減少の要因

億円

・生産/売上増減による
　　　　　　　　　　利益の増

・原材料、部品等の価格ＵＰ

・エネルギーの価格ＵＰ

・コスト改善、代価減

・為替差益（＄98 → ＄104）

・減価償却費の増減、経費縮減

合計

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷自己資本

（３）連結受注・売上実績　（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

《受注残高》 (億円)

Ｄ／Ｅレシオ

有利子負債残高

単　　　独

1,046

(1,132)

1,055 965

1,997

△ 137
28

113571

差　　異

△0.5%

△ 5

－
－

△ 113

－
－

△167%△ 92

21

△ 0.02
0.29

△ 2
1

　
　H27年3月期の営業利益は対前年度比△6億円減益の82億円であった。
　素形材・エネルギー事業は工場固定費の縮減が進むも、対前年度比4億円の改善に留まった。
　産業機械事業は売上増及び為替差益もあったが、将来の事業拡大に向けた戦略受注等の推進もあり、
対前年度比△8億円の減益となった。

H２６年３月期

前期比

3%
－
－

△ 26 －
2%

△ 6
△ 23

17

差　異

59
△ 18

77

2

△7%
－
－

産 業 機 械

売上高営業利益率

合　計

1,024

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 662
産 業 機 械 1,263

H２６年３月期

差　　異

(185)(947)
1122,109

20

82

△ 7

(内、輸出)

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ-

当期純利益

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

99

45
営業利益 (※)

単　　　独

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

経常利益
単　　　独

29
△ 139特別損益

88

97
96

90

37

7 7 0

412

売 上 高
単　　　独

H２６年３月期H２７年３月期

1,946 1,887
1,5521,534

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 335

66
△ 11

400

△ 37
△ 47

395

純Ｄ／Ｅレシオ

差　　異

△ 14
80

△ 27

684

2,059 1,865

H２７年３月期 H２６年３月期

(1,031) (846)

22

1,266

194
(185)

27

不 動 産 他

70

68

△ 0.07

△ 6

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ-

不 動 産 他

(内、輸出)

産 業 機 械

合　計
20

1,946 1,887
(内、輸出)

59
(844) (857)

合　計

1,183
不 動 産 他 20 27

(△13)

2

H２７年３月期

△ 7
1,353 87

14

14

△ 6

△ 3

676

4.2%

10

△ 0.05
0.00

H２７年３月期

0.29

55

4.7%

（決算補足説明資料） 1/2 株式会社日本製鋼所



２．平成２８年３月期の連結業績予想について

（１）損益計画 （２）※H２８年３月期連結営業利益予想の

H２７年３月期比 １８億円増加の要因
(億円) 億円

・生産/売上増減による
　　　　　　　　　　利益の増

・原材料、部品等の価格ＵＰ

・エネルギーの価格ＵＰ

・コスト改善、代価減

・為替差益（＄104 → ＄111）

・減価償却費の増減、経費縮減

合計

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷自己資本

（３）連結受注・売上計画（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

（４）設備投資計画

(億円)

H２８年３月期 Ｈ２７年３月期 差　　異

(1,157) (844) (313)

不 動 産 他 20 20 0
合　計 2,100 1,946 154

(内、輸出)

△ 1

差　　異

0.12

0.6%

18

△ 17

(内、輸出)
合　計

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ-

0.29

1,353

Ｈ２７年３月期

1,500
20

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ-

純Ｄ／Ｅレシオ

775 662 113
産 業 機 械 1,305 1,263 42

単　　　独

41

H２８年３月期

△ 47

81 70

67

4.2%

684

2,059
20

104
134

△ 38

154 8%

単　　　独

経常利益
ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 36

64

6%
－

△ 5 －

192

H２８年３月期

△ 4

0

△ 1

－

△ 37

10

1,946

－
19

11

22%18

－

6
37

412
1,534

45
82

－ 11

29

△ 1
－

単　　　独

売 上 高

前期比差異

1,726
2,100

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

営業利益 (※)

Ｈ２７年３月期

0

△281%

105

147

0.06

△ 104

102497

－

100

105

580

58

395

374

99

△ 0.07

(△80)

　
　
　素形材・エネルギー事業は、天然ガス関連のクラッド鋼管の売上増による営業増益を見込む。
　産業機械事業は、生産性向上及び生産能力増強を狙った工場固定費の増加により、
営業利益は前年度並みに留まる。
　これにより、H28年3月期の営業利益は対前年度比18億円増益の100億円を予想。

－

2,100

0.35Ｄ／Ｅレシオ

不 動 産 他

9

産 業 機 械

0.05

44

Ｈ２７年３月期

34

0
合　　　計

不 動 産 他
52
42

産 業 機 械

H２８年３月期

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ-

(1,031)(951)

94 79
0

有利子負債残高

4.8%

当期純利益

29
特別損益 △ 5 △ 139

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 24

単　　　独

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

売上高営業利益率
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